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面接者： 杜 軍研究院院長（NEC(中国)有限公司董事、副総裁） 









 当研究所は今年で 7 年目になり、人員は 55 名である。博士号保有者は









































６ 応用 Mark-up 研究開発 
      （上記の各研究を貫通するエンジニアリング・チームがある） 










・中間管理層を育成しつつある。現在、研究部長 4 人とも現地職員。 
・海外留学帰り組が大幅増。 














  ITS 情報サービス技術――江蘇南京システムなど 
２ データマイニング技術領域 
  Consumer Perception Meining (CPM)―― コンシューマーにマッチ
した情報の提供 
  感情認識技術(顧客のクレームから分析) 
３ センサメディア技術領域 
  １）３D 位置提出技術――超音波３D 位置提出システム 
  ２）メディア融合技術 
  ３）画像解析技術など 
４ 次世代無線通信領域 
 LEE－Advance 
 TDD-LTE の無線 NW シミュレーション・プラットフォームを構築 
 60GHz 無線通信(大容量無線通信)  
 














①研究型 VS 開発型 
  これまで研究型は少なく開発型が多かった。 






































































「APEC」、「北米」、「中南米」、「EMEA」である。2010 年 3 月末現在
の連結子会社数は、国内 118 社、海外 192 社であり、NEC は早くから
海外での事業展開を行い、情報通信分野のメーカーとしては先駆者の
一社として国内外から高い評価を得ている。 
NEC では、1996 年 11 月に設立された NEC 中国社を中華圏の統括
会社と定め、同社を中心に 2010 年に中華圏での現地法人の再編を開始





もともと西安 NEC は、NEC と中国旧郵電部が 1998 年に合弁会社
として設立した会社であり、主に無線機の販売を中心として公衆通信
事業を展開している。その後、2002 年末には合弁を解消し、同時期に
独資会社西安 NEC を設立している。 




















 英文名は、BROTHER MACHINERY XIAN CO.,LTD (BMX) 
・資本金:3,100 万 US ドル 
・敷地面積:56,232 ㎡ 
・建物面積:29,000 ㎡ 







・1993 年 11 月、ブラザー工業株式会社(名古屋市)は、中国の工業用ミ
シン・メーカーの中国標準縫紉機公司と、西安市に合弁会社(西安兄弟
標準工業有限公司－出資比率 60％)を設立。 
・2001 年 8 月、同社は、西安市に中高級ミシンの採算拠点として 100％
子会社の兄弟机械(西安)有限公司を設立。 
・2009 年 6 月、同社は、合弁会社である西安兄弟標準工業有限公司を
西安兄弟工業有限公司として完全子会社化。 
























































の 2010 年 6 月には２工場でストライキが発生し、操業が停止した。こ
うした中国人労働者のストライキを伴う賃上げ要求が深刻化している。
ちなみに、ストライキの後、賃金は 20％上がった。 
・同社の平均月収は 1,700～1,800 元、ボーナスは年間 1～２ヵ月であ
る。ちなみに、西安市の最低賃金は月 760 元である。 
・従業員・顧客・ビジネスパートナーと良好な関係を構築するために、
月 1 回家族による企業見学会を開いたり、月１回従業員 5～10 名程度
を昼食をともにし、社長(佐藤氏)の人柄を知ってもらうよう直接対話に
心がけている。 
・月 1 回の清掃、職業訓練校への奨学金・寄贈などを通じて地域社会
に貢献している。 
・現在、将来を見据えてのビジョンプロジェクトの立案、現地人後継
者の東洋、人事制度の改定を準備している。 
・同社のグローバル化に伴い、それに相応しい人材の育成が大きな課
題となっている。 
・管理者教育は、日本人幹部が行っている。現地人は、まだまだ視野
が狭く全体を見据えることができるようになって欲しい。 
・旧国営企業の労働者は、年功序列を望んでいるが、新人事制度では、
年功部分の割合は減らすつもりである。 
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